
６ 安曇野地域の地震の歴史

６－１ 歴史地震の概要 

歴史地震とは、近代的な観測機器の無かった時代を中心に、古文書や絵図などの記録に

残された過去の地震である。地震の規模や被害範囲、特徴などを調べ、震度などを評価す

ることなどで、くりかえされる地域の地震災害への対策に寄与することが出来る。

安曇野市やその周辺では、過去に被害を発生させている規模の地震が何度か発生してい

る。ここでは、市町村史誌や古文書史料（東京大学地震研究所編「新収日本地震史料」な

どに整理されている史料）を参考に、主な地震について概要を述べる。

表 6-1 大町白馬方面の歴史地震   表 6-2 松本城下の歴史地震 

表 6-1 は大町や白馬方面で被害を発生させた歴史地震と近年の地震を示した（信州大学

震動調査グループ, 2016）。表 6-2 は、松本城下で記録が残るとされる近世の地震について、

後藤(2018)により作成した。 
このうち、表 6-2 の地震は次の様に整理できる。すなわち、表 6-2 の②と⑪は東海・東

南海・南海地震による被害であり、④､⑤は伊那谷に地震によるものとみられる。⑨の弘

化４年善光寺地震については後述するが、②宝永の地震、⑥寛政 3 年の地震では城内に被

害があったとされてきたが、最近、新資料（戸田家文書）の発見で、⑪の嘉永７年の地震

でも松本城城郭に大きな被害がおきたことが報告されている。このようにしてみると、被

害を与えた地震は、松本盆地の北部方面と松本付近とでは、異なる様相を見せている点が

窺える。特にその境目に位置する安曇野市では、地震被害に関する史料が少ないこともあ

り、被害を与えた歴史的地震については、後述する弘化 4年の善光寺地震以外は、明らか

に出来てはいない。

以上からの推察では、安曇野市では様々な地域で起きる地震による影響を受ける可能性

があることを意味するともいうことができ、今後も過去の地震による被害状況などについ
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て調査研究が望まれる。 

ここでは、長野盆地で起きた大地震、弘化 4年善光寺地震での安曇野地域での被害と 1984

長野県西部地震などの安曇野地域の地震のゆれの特徴を紹介する。 

６－２ １８４７年善光寺地震 

（１）地震の規模と安曇野地域での影響

善光寺地震は、現在の長野市浅川上流部を震源に発生した内陸直下型の大地震であり、

広範な地域に被害が発生した。この地震被害の特徴は、地震動による家屋の倒壊などの直

接的な被害に加え、火災・土砂災害など二次災害の

発生が顕著である。

善光寺地震の概要は次の通り。

・発生日時；弘化 4年 3月 24 日夜四ツ時(旧暦) 
(新暦 1847 年 5 月 8 日午後 10 時頃) 

・規模；推定 Ｍ7.4    最大推定震度は 7  
・震央；長野市浅川付近

・震度分布は 図-6-1 参照 
・被害；死者 8,000～12,000 人、 

家屋全半壊 18,000 軒、焼失 3,300 軒。 

・山崩れ；凡そ４万４千箇所。

・余震；4 月 24 日までの 1 ヶ月で 924 回。 

図 6-1 によれば、松本地域では震度 5 程度のゆれがあったと推測されている。 
また安曇野地域での地震ゆれの程度については、次の様な記録が残されている。

＊「廿四日戌の下刻に至り・・居宅倒れるばかり震動してその響きは雷鳴の如く 人々

大に驚き早々に起き南の庭へ出でて・・松本の鎮守宮村両社の境内なる石灯籠皆倒

れて損し、博労町大橋上薄川の北土手割れ・・」（松本市横内秀雄家文書）

＊「当地は 家潰れは無之候得共 墓所石塔其外所々供養塔なとゆり倒し候事夥し・・

家々戸口に臥居 逃出べき用意致居 夜も得と不寝候」（安曇野市三郷 務台家文書

「公私年々雑事記 弘化四丁未年」）

安曇野市内の様子として次のような記述がみられる。

＊「穂高町辺残不家財片付 往還通り俣裏通りに小屋がけ 家内一同出居農業職事」

致すものなし・・・成相新田へかかり町中にいづれも小屋づくりあり・・・」（松本

市丸山家文書 大地震之記）

以上のように、安曇野地域でも地震の際にゆれが強く、その後に続いた余震などの影響

から町中では、地震のあと仮の小屋に避難するなど、地震による影響があったことが推測

できる。

図 6-1善光寺地震の震度分布(宇佐美 1975) 
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（２）安曇野地域での地盤災害について

善光寺地震では長野市から松本市、大町市にかけての西山山地で地すべり、山崩れが多

発している。その数は松代藩領地で 40,979 箇所、松本藩領地で 1,477 箇所とされている。

安曇野市の範囲では。池田組に属した旧明科町の七貴村で土砂災害が発生した。その状況

は、「池田組地震大絵図」（図 6-2）が詳しい。 
大絵図に書かれた被害については、七貴地区や陸郷地区の山地や西側の押野地区などの

山抜けなどがあったと伝えられている（仁科,1976）。 

特に上押野村では地すべり災害が起き、死者がでている。

その土砂の移動現象に次の様に伝えられている、

「押野村は格別大変に而 家居古土漸ゆり潰し、長屋土蔵は其儘四，五丁も前江泥水に

而押出し、またゆり入申候、別而彦造は居家土蔵ゆり流、自らは家潰候節、家下に相也成、

即死いたし相見へ申不、漸泥中より掘出し候抔と申総・・・」（信濃国池田組 諸岡文書

「弘化四丁未年大地震万事覚書」より）

また、平地での被害であるが、隣接の花見村（池田町）では、

＊「去る未年地震に付田方冷水出有之不作仕御願申上御見分蒙下置・・・」（和沢家文書 池

田組花見村「乍恐奉願向上之覚」より）とあり、また

＊「四月朔日 池田出立東山手通り 上押野へかかり候処 地震の折から地割れ泥わき出

なかれ候場処通りかかり見る左に（この次に現在並に震災以前の模様を示す重ね図あ

り）・・」（前出 丸山家文書 大地震之記 ） などの資料が見られる。

図 6-2池田組地震大絵図（「池田組村々地震二付、家潰并荒所見取絵図面」池田町上原卓郎氏所蔵） 
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池田組地震大絵図（図 6-３）に

ある高瀬川沿いには、地割れが描

かれており、古文書と併せて考え

ると、高瀬川沿いなどの平地地盤

では、液状化がおきたと推測でき

る。

６－３ 市内の地盤のゆれの特徴 

昭和 59（1984）年 9 月 14 日 木曽郡王滝村を震源とするマグニチュード 6.8 の大きな地

震が発生し、土砂災害などで多くの人命が失われた。この地震の際に安曇野市の地盤がど

のように揺れたかをアンケート法により調査した結果がまとめられている。

その結果を図示したのが図 6-4 である。図によれば、震度 3 から 5 の地域が混在してい

るが、特徴としては震度 5 の地域が西側の山麓に目立つ点である。 

アンケートによる調査法は、昭和 61（1986）年 旧美麻村付近を震源とする長野県北部

図 6-3 図 6-2 の拡大 上押野から高瀬川付近 

図 6-4 長野県西部地震での震度分布 

(自然観察資料集作成委員会地学小委員会,1985) 
（アンケート法による 河角の震度階表示 

○ 震度 5 ●震度 4 △震度 3）

図 6-5 長野県北部の地震（1986年）での震度分布 
（アンケート法による 河角の震度階表示） 

(豊科町誌編纂委員会,1995) 
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の地震の際にも結果がまとめられている（図 6-5） 
この場合も市内各地のゆれが一様でなく、ゆれの強かった地域（震度階 5 以上）が点在

している点と市内の南北方向にゆれの強さが連続して分布しないなどの特徴がみえる。

これらの詳しい内容は自然観察資料集作成委員会地学小委員会(1985,1988）まとめられ

ているが、地震のゆれは地盤の硬軟、断層の存在などにより一様でないことを示しており、

今回のゆれやすさマップの調査結果と共に、地域毎に地震への備えに活かせる史料である。 

６－４ まとめ 

地震災害は繰り返して起きるもので、ゆれの特性は地盤などに起因するため、過去の地

震史料などを収集し、過去の情報を活かしていくことが地震防災上重要な点である。

安曇野市の地域は、国が発表している「今後 30 年 震度 6 弱以上の揺れに見舞われる確

率の分布図」でもその予測割合が 30％と高い地域に含まれている。また、市内では、糸

魚川−静岡構造線断層帯の活断層による地震発生確率も高いとされる。 
まだ十分とはいえない、過去の地震記録史料などの調査や資料の発掘などに取り組んで

いくことの重要性を改めて確認したい。
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７ 用語解説

ボーリング調査 

中空の鉄管を専用の機械で回転させながら地中に押し込んで、地下の地層や岩石のようす

を調べる調査です。試料を直接採取して岩石の種類や粒子の大きさ、重さ・硬さなどのさま

ざまな物理的な性質を解析したり、地下水のようすなどを調べることで地下の地盤の性質な

どを明らかにする調査です。地震の際の地表の揺れは、地盤の性質に強く関係しています。

Ｎ値 

ボーリング調査の際に実施される試験に、標準貫入試験というものがあります。63.5 ㎏の

重りを 75cmの高さから落として 3.5cmの孔が開いた直径 5.1cmの鉄管を 30cm打貫入させ

る試験です。その貫入に必要とした打撃回数をN 値と呼びます。地盤の硬さ（軟らかさ）を

示す数値で、N 値 50 を目安としてそれよりも低い N 値であれば比較的軟らかい地盤とみな

されます。

礫・砂・泥 

松本平には、河川によって運ばれて河川敷や沼地などに堆積した礫・砂・泥などからなる

地層が厚く堆積しています。ボーリングによる柱状断面図にそれが示されています。堆積物

は粒子の大きさによって分けられます。礫は径2mm以上、砂は径0.063mm以上2mm未満、

泥は 0.063mm 以下の粒子です。礫はバラス・砂利・玉石等、砂は砂場の砂、泥は田んぼの

作り土や畑の土をイメージしてください。

埋土・盛土・表土 

地盤の表層部は、田畑やさまざまな工事などで人為的に改変されている場合がよくありま

す。これらの言葉は、人為的に施工されたことが明らかな表層部の地層に対して用いられる

表現です。もともと低かった土地を埋め立てたものは埋土、周囲よりも高く盛られたものは

盛土、田畑や草地等に分布している土については、単に表土と表現されます。この３つの表

現は、土粒子と関係ないことだけ理解をしてください。

土質区分 

地盤を構成している地層を、含まれている礫・砂・泥などの割合によって区分することを

土質区分と言います。「礫混じり砂」は礫を少し（5～15％）含む砂、「砂質土」は砂を 15～
50％含む土などという意味で用います。その他にもさまざまな表現が用いられますが、地震

の際に地盤がどのように揺れるかは、この土質区分がとても重要な要素になっています。
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建築支持基盤（工学的基盤） 

建築支持基盤とは、ビルや橋梁などの構造物を支える強さをもった良好な地盤を表すことと

しました。

その指標は、砂質土・砂礫地盤ではＮ値が 30 以上、粘性土地盤ではＮ値が 20 以上とし、

ある程度の厚さを有し、連続している地盤です。

同様な呼び方として、土木建築分野では「工学的基盤」が使われます。これは地震の横波が

伝わる速度（S 波速度）が Vs＝300～700m/秒となる良好な地盤とされています。また、一

般の住宅建築物の支持地盤は、建物の重さによって異なりますが、戸建て住宅は荷重が小さ

いため、Ｎ値 3 以上で支持地盤としており、いずれも今回の建築支持基盤とは異なる定義で

す。

軟弱地盤 

雨によってけずられた砂や粘土が川から海へ流れ出る中でゆっくりと堆積する環境の所（注

１）でつくられる軟らかい粘土やゆるい砂からなる地盤。地震時の液状化や建物の基礎地盤と

した盛土した場合には沈下や側方移動をおこすおそれがあるほか、震度 5 以上の地震に見舞

われたときに変形や液状化が発生する怖れがあるので、事前の地質調査が必要なところです。 
本書では、Ｎ値 4 以下の粘土、シルトおよびＮ値 10 以下の砂質土を軟弱地盤としています

（注２）。 

(注 1）堆積環境 

①主川の自然堤防や海岸砂州等でとざされた谷に堆積（おぼれ谷）

②自然堤防背後の低地に堆積（後背湿地）

③河口付近の三角州に堆積（三角州低地）

④旧河道や砂丘間の低地に堆積

⑤溜池や海岸地帯の埋立地

松本地域での軟弱地盤地帯は、後背湿地（奈良井川沿い,女鳥羽川沿い，田川沿い）、旧河道（蟻ヶ崎,奈良

井川沿い）、松本駅周辺（旧河道もしくは、構造運動による沈下帯）が該当します。 

(注2）各指針の軟弱地盤の定義 

①軟弱地盤技術指針（案）住宅都市整備公団，昭和59年 1月

粘土地盤＝Ｎ値 2以下 

砂質地盤＝Ｎ値 10以下 

②道路土工｢軟弱地盤対策工指針｣，日本道路協会，平成 24年8月

粘性土＝Ｎ値4以下 

砂質地盤＝Ｎ値 10～15以下 

③設計要領｢土工編｣，高速道路総合技術研究所，平成 25年 7月

粘性土＝全層厚 10m未満；Ｎ値4以下，全層厚 10ｍ以上；Ｎ値 6以下 

砂質地盤＝Ｎ値 10以下 
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液状化 

液状化は、地下水に満たされた締りの緩い砂層が地震などの揺れによって水の様に変化する

現象です。締まりの緩い砂層は粒子と粒子の間の隙間が広く、地下水位が高いとその間隙は

水で満たされた状態になっています。地震などで揺すられると粒子は急速に間隔を詰めてよ

り安定した粒子配置になろうとしますが、隙間にある水は粒子が邪魔して瞬時には移動でき

ません。隙間を詰めようとする砂に抵抗して水の圧力(間隙水圧)が高まり、ついには砂が水に

浮いた状態となります。

液状化現象が起きると 

液状化した砂は支持力を失い、比重が 1.0以上の液体となるので浮力が増してマンホールなどを浮上させ

ます。また、表土やアスファルトを破って地表に噴砂を生じます。重要な点は、一度、液状化を被った地盤が、次

の地震で再び液状化を起こす事例が多いという点です。 液状化現象の経歴などを調べることは大きな意

味があります（写真は東日本大震災時の千葉県での被害）。 

液状化による電柱の倒壊 マンホールの浮上 
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地すべり 

地すべりは、様々な方に定義されてきました。地すべり等防止法（昭和 33 年）では｢土塊の

一部が地下水等に起因してすべる現象、又はこれにともなって移動する現象｣としています。

そのほか地すべり研究者からは次のような定義がされています。

1) 比較的緩やかな斜面で運動が緩慢で、かつ継続的に移動する現象（藤原,1970）。
2) 規模が大きく、おもに粘性土のすべり面上をゆっくり原形を保ちつつ移動する（山田ほ

か,1971）。
3) 斜面構成物質が団塊をなして斜面の摩擦抵抗を排して比較的ゆっくりと断続的に移動す

る現象（藤田,1990）。
この様な定義がなされる中、1984 年長野県西部地震による伝上川の岩屑なだれ（御嶽山）

や 1995 年の兵庫県南部地震の際の盛土地すべり等の災害を踏まえ、地すべり学会(2004) は、

｢斜面を構成する物質が斜面下方へ塊の状態で運動する現象｣と定義しました。

また、地すべりの平面的な形を見ると大きく分けて４つの形があります。

これら地すべりの形には、次のような傾向があります。

① 馬蹄形：地すべり長さが、幅と同じか 1.5 倍程度のすべりが多く、礫混じり粘土等の土

砂で構成されており、日本の地すべりの 40％をしめると言われている。 
② 角形：地すべり長さと幅とが同じないし幅の方が長い地すべりで、風化岩すべりや岩盤

すべりで多く、豪雨や地震を引き金に大規模な地すべりが多い。例；地附山地すべり（長

野市）、

③ 沢型：地すべり長さ 1.5 倍以上と細長い地すべりで粘土やシルトという細粒土で構成さ

れ、地すべりはゆるい移動で継続的に変動する特徴がある。例；茶臼山地すべり（長野市）

④ ボトルネック形：斜面下部に岩盤等堅硬な層が分布することが多く、末端部で閉塞され

ることが多いので、浅いすべりだけが活性化する傾向にある。例：小塩地すべり（大鹿村）

大町市における地すべり地は、東部地域（旧八坂村、美麻村）に集中し、大規模な地すべり

地形も認められますが、馬蹄形や沢形の地すべりが多い傾向にあります。

馬蹄形や沢形地すべりは、地すべり変動がくり返し発生したところが多いため、地すべり土

塊は軟質になっている傾向があり、揺れやすさマップで山間地でゆれやすいと表現されると

（渡・酒井,1981） 

① ② ③ ④

80



ころは地すべり地帯であることが多いです。2014 年長野県北西部の地震では元来地すべり多

発地帯として知られていた小谷村で、多くの地すべり変動が生じたように、大町市東部地域

のような地すべり地帯では地震による地すべり変動の活性化も注意すべき事象なのです。

さらに、近年の局地的な豪雨により、大規模な馬蹄形すべりや角形地すべりが発生する傾向

があり、これらが河川を閉塞して天然ダムを形成したのちに、決壊し土石流となって下流地

域に多大な被害をもたらす怖れもあり、豪雨が去った後も周辺の斜面や河川等を注意深く監

視することが必要となっています。

微動アレー探査 

微動アレー探査は地表面に沿って伝播する表面波（レイリー波）を使った地震波探査方法

の一つで、人工的な震源を使わず、常時発生している自然微動を観測することで地下探査を

行う手法です。表面波（レイリー波）の最大の特徴は、伝播速度（位相速度）が周波数によ

って変化する点であり、低周波ほど位相速度が大きいことです。位相速度が周波数によって

変化する現象を分散現象と呼び、これは地中を進む実体波（P 波や S 波）にはみられない性

質です。微動アレー探査は表面波のこうした性質を利用した探査法であり、深部の情報を反

映した低周波（長波長）と地下浅所の情報のみを反映した高周波（短波長）の位相速度を分

離していくことで位相速度と周波数との関係を示す分散曲線を描くことができます。分散曲

線は地下の深部から浅所までの S 波速度構造[地層深度-地層の厚さ-地層を伝わる S 波速度]
を反映しているので、初期モデル S 波速度構造から出発して最も観測した分散曲線に近い曲

線を描くように[ ]内の 3 種類の数値を変えながら解析を行うことで、探査地の S 波速度構造

を求めることができます。

地震波の種類 

地震波にはいくつかの種類があり、P波や S波と呼ばれる波動がよく知られています。これらは震源から

地中を伝わってくる波動（実体波）です。一方、地面に沿って伝わっていくのが「表面波」で、実体波もいった

ん地表まで到達すると波の性質の異なる表面波として伝わります。 

微動 

震源を特定できない微小な震動で、自動車などによる人為的な震動や、風や波浪などの自然現象による

ものがあります。微動アレー探査では自然現象による微動を観測します。地表面で観測される微動は表面

波の性質が強いので、微動アレー探査に使うことができます。 

S 波速度構造 

地層はその性質の違いにより、様々な S波速度（Vs;単位はメートル/秒）をもっています。それぞれ S波速

度の異なる地層が、どれくらいの厚さで、どのような順序で積み重なっているか、をS波速度構造といいま

す。S波速度構造が分かると実際の地層の積み重なりを推定することができます。 

フォッサマグナ 

「大きな溝」という意味のラテン語が語源のフォッサマグナは、本州中央部を太平洋から日
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本海にかけて広がるエリアです。松本盆地は、その西縁を走る糸魚川‐静岡構造線という大

断層沿いの盆地です。その周辺に活断層が多数見られるのは、この断層が現在も活動的だと

いうことを示しています。

活断層と伏在断層 

地震は地下で岩盤がずれ動くことで生じます。ずれ動いた面を断層と言います。1 回の地震

でずれが地表まで到達して、地面に変位（段差やたわみ）が連続して生じると、これを地表

地震断層と言います。こういった地形を詳しく調べると、過去に繰り返し活動した証拠が見

つかることがあります。これが活断層です。活断層は近い将来（地下で）大地震を起こす可

能性が高い断層です。

地震が起きて地表に断層地形ができたとしても、次の地震がくる何百年~何千年先までの間

には、埋まって見えなくなってしまうことがあります。盆地や平野は洪水や土石流などにと

もなって土砂が堆積し続ける場所だからです。このように地下に埋もれてしまった断層を「伏

在断層」といいます。伏在断層でも将来地震が起きるかもしれません。
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８ むすび 

平成 23 年（2011 年）3 月 11 日発生の東日本大震災以降、日本列島各地では現在もなお

被害をもたらすような地震が多発しており、長野県も例外ではありません。私たち信州大

学震動調査グループは、平成 23 年 6 月 30 日発生の松本地方を襲った地震直後から活動を

開始しました。これまで松本市・大町市など協力して、この松本平各地の地盤がどのよう

な特徴を持ち、地震に対してどのような揺れの特性を持っているのかを地質学的、地震工

学的な立場から明らかにしようと調査•研究を続けてきました。また、表層部だけからは

分かりにくい地下構造探査による伏在断層の存在についても新たなデータを得てきまし

た。その結果は、詳細な地盤図や揺れやすさマップ等にまとめ各自治体へも提供してきま

した。

今回まとめられた内容は安曇野市地域に限定されたものですが、これまでの松本市や大

町市での調査結果も併せてみると、このエリア全体の地盤の特徴や地震に対する揺れやす

さの特徴などの全体像がかなり明らかとなってきました。

本報告書内容は、これまで国・県等によって作成、公表されてきた地盤図や揺れやすさ

マップに比べると使用されているデータ量が格段に増えていることもあり、精度も高いも

のになっています。この結果を、今後の安曇野市の地震防災上の施策にも十分に生かし「地

震に強い街づくり」に役立てていただければ幸いです。

ところで今回、安曇野市から委託を受け調査を実施した信州大学震動調査グループは、

信州大学、長野高専、県立研究機関•高校等に勤務する 地質や工学の研究者、県内の民間

等の専門技術者（総勢 23 名）が自発的（ボランティア的）に参加している専門家グルー

プです。この事業がこれらメンバーや、信州大学理学部、安曇野市や県など多くの関係機

関、各町会をはじめとする安曇野市民の協力を得て実施されたことを記しておきたいと思

います。

地震などに対する地域防災を進めてゆくには、大学の研究者や民間の専門技術者らが、

研究成果を地域にわかりやすく提示していくことが必要であると同時に、大学、関係行政

機関、企業、市民等が連携して防災への取り組みをすすめることが大切だろうと思います。

大学にとどまらず、企業や行政関係者など多くの専門家集団でもある信州大学震動調査グ

ループは、このような姿勢を堅持しつつ今後も地震防災にかかわる調査・研究を進めたい

と考えています。

今回の調査によって、松本平の地盤、揺れやすさ特性等の全体像がかなり明らかになっ

てきたと言えますが、まだ不明なことは多々残されております。グループとしては引き続

き調査を続けたいと考えております。また、このような調査が諏訪、伊那、善光寺など県

内の他都市地域でも実施され、「地震に強い長野県」へとつなげられることを願っており

ます。 
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地図データ諸元 

各図の背景地図はそれぞれ下記のデータを使用し、信州大学震動調査グループが加工、作成

したものである。

図 4-1-1；国土地理院の地理院タイル（傾斜量図）、国土交通省の国土数値情報（行政区域） 
図 4-1-2；国土地理院の地理院タイル（標準地図・傾斜量図）、国土交通省の国土数値情報（行

政区域）

図 4-2-1；国土地理院の基盤地図情報（10m メッシュ数値標高モデル・河川）、国土交通省の

国土数値情報（行政区域）

図 4-2-2；国土地理院の地理院タイル（傾斜量図）、国土地理院の基盤地図情報（10m メッシ

ュ数値標高モデル・河川）、国土交通省の国土数値情報（行政区域）

図 4-3-1，4-3-2；国土地理院の地理院タイル（淡色地図・傾斜量図） 
図 4-4-1，4-4-3；国土地理院の地理院タイル（淡色地図・傾斜量図）、国土交通省の国土数値

情報（鉄道・行政区域）

図 4-4-3A, B；国土地理院の地理院タイル（淡色地図・傾斜量図）、基盤地図情報（建築物・

道路）、国土交通省の国土数値情報（鉄道）

図 4-4-3C, D；国土地理院の地理院タイル（淡色地図・傾斜量図）、基盤地図情報（建築物・

道路）

図 4-4-3N1, S1, N2, S2; 国土地理院の地理院タイル（傾斜量図）、基盤地図情報（建築物・道

路・河川）、国土交通省の国土数値情報（鉄道・行政区域）

巻末図；国土地理院の地理院タイル（淡色地図・傾斜量図）、国土交通省の国土数値情報（鉄

道・行政区域）、安曇野市都市計画図
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信州大学震動調査グループメンバー（2020 年 3 月現在）

代表 小坂共栄（信州大学名誉教授） 

グループ構成者（所属） 

・小坂共栄（信州大学名誉教授） 

・原山 智（信州大学理学部） 

・吉田孝紀（信州大学学術研究院理学系･信州大学山岳科学研究拠点） 

・古本吉倫（国立長野工業高等専門学校） 

・山浦直人（株式会社千代田コンサルタント） 

・井関芳郎（株式会社サクセン） 

・小野和行（日本綜合建設株式会社） 

・富樫 均（いいづな歴史ふれあい館） 

・小松宏昭（東京都市大学塩尻高等学校） 

・遠藤正孝（長野県明科高等学校） 

・田中俊廣（元長野県高校教諭） 

・津金達郎（信州大学理学部） 

・塩野敏昭（株式会社北信ボーリング） 

・宮澤洋介（北陽建設株式会社） 

・田辺政貴（ジオ・フロント株式会社） 

・高橋 康（信州大学理学部） 

・竹下欣宏（信州大学学術研究院教育学系） 

・太田勝一（株式会社長野技研） 

・矢野孝雄（大町山岳博物館） 

・土本俊和（信州大学学術研究院工学系） 

・松下英次（国立長野工業高等専門学校） 

・原田晋太郎（株式会社山水）  

・北沢淳史（技建開発株式会社） 

信州大学震動調査グループの打ち合わせ会議開催経過（平成３０-３１年度,令和元年度） 

以下のような日時に打ち合わせ会議を開催し、事業の円滑な進捗を図りました。

（平成３０年度）第１回 ４月１４日、第２回 ５月１２日、第３回 ７月７日、第４回 ９月１５

日、第５回 １０月２０日、第６回 １１月２７日、第７回 １２月２３日、第８回 （平成３１年）

１月２７日、第９回 ２月２３日、第１０回 ３月２３日

（平成３１年度） 第１回 ４月２０日、（令和元年度）第２回 ５月２６日、第３回 ６月１６日、

第４回 ８月１７日、第５回 ９月１４日、第６回 １０月２０日、第７回 １１月２３日、第８回 １
２月２２日、（令和２年）第９回１月２５日、第１０回 ２月２２日、第１１回 ３月２１日
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著作権等について（お願い） 

１．著作権について 

本報告書や安曇野市ホームページ掲載の安曇野市の地盤情報は、信州大学震動調査グループ

によって調査・解析されたもので、その著作権は安曇野市に帰属します。その内容は日本国の

著作権法および国際条約による著作権保護の対象となっていますので、著作権法上認められた

「内容についての私的使用又は引用等」の行為を除き、それらを安曇野市に無断で転載等を行

うことはできません。また、引用を行う際は適宜の方法により、必ず出所を明示してください。

その内容の全部または一部について、安曇野市に無断で改変を行うことはできません。 

２．免責事項  

安曇野市は、利用者が報告書や安曇野市ホームページに掲載された地盤情報等を用いて行う

一切の行為について何ら責任を負うものではありません。 

３．その他  

報告書や安曇野市ホームページの地盤情報は、予告なしに内容を変更又は削除する場合があ

りますので、あらかじめご了承下さい。 
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